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ま え が さ

段近林,朱労舫カの不艮にと七生い,冰來檢械の着及はいむ 

じ・るし、、色のがある水•その中ぐ&-ナエンソー,刘］厶枚植 

入握擬などのノ、型可‘板式機衩は:わな国今息姣な丄岳はば邁 

令した轶臧として汪,倒的台牧マ占め・な为荽年増柯以続,けて 

いん しかしこれらの,)、里可板式機缺はぞ今秋用地の条件,、 

ら柱め '< 怪童’)•、型でるちこk ノヾ要望されろーカ,作乗能力う 

点か、らは招当の商出力"ヾ妥望せられ・このオ值寸・G要望に応、 

ずるため•に,•作亲性耗に直摂彩留うない部分タ極.カ間易化す 

るとヒもは.隗在の機械工,学上採リクるあらゆ々重量巷滅衆 

な採用し・このたあ・秋の旅劫・騒音& Pカ止する薮置につい 

くスける。0状タい。このうち特に出力の商いナエンソ" 

ついく,就束者の中に根動・騷音ヒ起因すると恩われ.る症状 

る呈、すなも©がるらS切、はじめ•社公問題とるなって,早急 

”科与的対來な制立すい必戋に迫?)れてい %

"問題につゝ、ては この.檀の林茉機板の俠商盈験の辰い

ん いままで•ほkんビ問題とぐれたことがなく.

わ灰国における俠用状態な料等ゆに分折苑阴するとともに,

1



へ・"ーラ号た荏等ラ•を止寸る人間•ア写豹硏えと・根表靜K彩・ 

挽いものりM苕以涂刼寸々ような機,械エ琴的硏えk以平行 

して進めろ目好をもって,昭和白/矢反よソ寂林水產技術※ 

詼の特別新充kして,林朱試驗易饮澈化部が開始し•た硏焚ぐ 

あろ

昭和玄/年度は,こン1以のうあ最ム対策以急カ、、风く、、たチ 

エンソーの馭枕ら中心(1して硏死以進.めたのぐあるな,ぼう 

大な調豊建料の申ぐ,比歛佝取纏めの遂んだ部分についV 

取敢えず申.阍叛告kして,この問題に閑心る拷た坎る諸紧は 

報告2夕•［ヒなした］、。なわ,この<%はあくまでも中間報 

名であって,策応何な緒输<・なし、ことを御・承題い"
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• ' !チェ〃ー球動履械的防険法・

- ^ 機械料機械第2 .研充室

^ ^ /山協三平•三村和秀、

、平松修•猪內正雄丿

ii じ め に -X_z-          *～ヽ-*>  V 
沐業労務者今白ろう病Y汰して,もつkもせカ、ましく卷間 

ぐとりあげ"れた林荣機、械はチェンソーぐあったよってま 

ずそめナユンソーの族動発坐およびイ云棒ビついて测ス.な開始 

すろkともに・Y く.に緊急以要する課題として与えら顶‘た国 

至、 夕!、・目・率,之とわず防帳八、ノ Sレの緊着はよる探級看指先に 

ったわる振動セ［・のの松或と、、う応急対粟る確丸2•べく・ 

、の硏死以開始した

ナニンソーの派幼灸生および底・崎う我«態、につゝ、く,これ以 

ぐきそだ0正殯に杷握,するため,その測灾.収茴为よび・測足カ 

法c選択I〔苦心したか测尺薮置とIては,旅動周我敵自動 

か折我「漫および三成分眼動計一公記錄眠置.kしてのオンつグ 

ラフな棵用し,ミらに冬裡、厘報条冲を糸險的ば夜花でせでの 

阑守彳可館ならしめる弑験室£しく,かねて当埸ぐ準備ゼる
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饬有室^掇用した。t Ji e测宠女よびス験夷行上不可欠な 

表置ンよび旋誕な活用づる［とrより• ふ種,チェンソーおよ 

び冬,ヽ、ノ Kル化ついて.その眼劾低皆つ株坷を明盥ならしめ 

るへくつzあわせ<傍眼ノ、ント・ルの防派効系にっさ,セ 

くに乗出ゼる盼依/、ント•ん郭派紡抽よ法を通用すろことにょ 

•’丿・くさろた吁公正な.海外メーカーカゝらの就洲kも耐える 

比挾剥定2可熊な山しめみよラにつとめた

.・

測灾裝直および测足カ法\^ノ - -- ヽ～～*V^'、ノ X—   '   -～v^x-

撅紡周波我今測足に快用セち茨童は,国荏N夜製うあ感及 

如废凍ピッノア:Zプ,公檢庄思.恢功彼分潛巾春,計測用増 

巾器,gナアアーブフィルターセット,超侬周波・フィノレアー 

セノ X,周次教分折巻,商速及レベノレ記赢畚等以/也ットと 

して組力合わせた抵功同成按自窃分析嗾置ぐ,こ以ス肪音呈 

儕・リ・計測望H突・遒,ぐせて.常時间ー状態、同一感及ぐ,約 3 

加うリ-ド旅を庆吊して防苞室內ぐ運転ぐ0、ろケエンソーう 

施幼幺遠隔測X. <••きるようK侏用した。三成分板幼計あよび 

スシログラフもおなじく計测室ビス霞くせ.眼幼周波敵自動 

分析裝置x併行して同晴測Aできちょラ匕し・もなろん防言

4

皇旳(((篦転さ坎るチェ、ノ 、丿ーの涙％決形・也隔直に計订て 

ミなように次用した。 ^

•防首室内ぐ居较ぐ以なチェンソーは米脂・,'.、.は・呈内 

ヒ横置ぐせたせク冰 角わケヤキ豺を壬切妄势•で•瓣町ぐせる

とYし さらヒその域礎とし・く,木オオ会徳折させず匕ナよ 

ンソー•う派師灸生.および伝潘の夷想をできるだけ・正碓に测反 

すわため•ノ、ンKル部る人カ(:.よリ殓く把握:寸るような者'通 

う採縦姿勢では,その部分よ9板扮伝播の榛相,“旨先よりA 

俅に伝格次収ぐ灯.ノ、ン・、ル部但ヒお片るあリうままの眼幼 

伝播' の樣相バ変化すろことも力、ん公えられたのぐ•防省圣商 

夭井上リ吊リ5ザた緇日ープ况本により.诚就験機た々チェ 

、ハ…水平匕吊り下げ,速軌右はカ,、ろくス口 ・ソ・ル玄い 

え方ことりみぐ•自由Iく回駁散以調節てさなようY・关した 

すないち・荊述,I来れる測定裝竜および づ"汉およびそあ 

らの鬼置•匕 こりよつな連な.驶豈うエ.次によ! 冬棟チェし

の機種、性能,公陳化し < も.たえず同一汶態同一窗敏条 

件«・公正・比故測定以おこな・うことにう、カした

チ、 ンソ—回転教の週卽は,スクイク〜ク3 グクYpMの 

偲、わエ闔.较う死.屈< 該差土//イ〃、次れ尻に建賓［日報計ぐた



z.クノのチ/夕,

きの間波双分析および板幼測A以実施,し化 たぐせて. そり と

また筋撤ハ・ 、ドルの・

フ のノ、ン 心

な振纣ピ、、/ 7 アンプを冬裡大ささし指先镇邻ほ め,)、« 0

め

ン

.kル被羨ゴム上に紐あろ

Yな切様聚縛し

カヾで、 きろだ寸正確に测メ、ぐきろよラ匕・〇抵助ノ、ンXル把』邻

及針会くレ,えた 結果液状訓板の夫きぐを,・余リ大きくこ の

な、、通身な形状 6 多

、ッブうねじ7 ア

・る:部化一供となる 緊阵す々二よ う

らしめろ乙ヒがぐきた効表の比軟佝公正,な測穴・X可能一な

前放系壮‘、核師ペ,当场測なおこのカ法は,測尺実、絶中

の叛道およハ測を法る夷際足菠直匕っさ言;t明なもヽめ•上、述・

ん史クO>

Yすら必臭を破認、したえず同一形状;

ドルゴム衩陵邹ヘのと9つう(1苦核功ピつフア''/

M ,クク,7 " 〇・フ,もつ〇ヒ盘販条件％・友

こみ,これ会防•族ハンEレ

いはテープI<て防恢ノ、ント・ノしと一依

为檢効茱の此救河发匕あたっては

ほ・づク［・ 】ク, もつ〇 ・, 4 &〃り, 土・をノ•

k <-,阮依ヘントルの蔭澈

ノゝンド,ノレのクト経、れ似.の『

た汰熊、ぐたえず一足爪の下匕・ 7つ叶,防姣

っっゝ、た弑状钢板にk •じ［み.

たふ禅大さぐq孤状倒あs防履ノ、

の殡状剜扱化ピッ

ピッンア-ノブ。>とリっゝ、

す、 ヨ必叔•i <靜.}. L J・クレ5%こ?)一メ目较魏 す尊レ‘ち

一 6 一

匕見聞しく.同社く•白防略ノ、、ノ ・・ル{己握•郞う奴・功抽女につ、、 

ては当场財同じ力次む上一く'、ること之のべ納脩したkい 

うことカ、あった

iた某大戒筝郃双救は,チェンソーの派幼測疋開始はあた 

り•当場の上述の装置および测えカ法,玄貝咨し・同一力法・ぐ

まし、

初究以開始したい旨了解 云 ま xめできた奇例Sあった 〇

い す れ匕して& ,いま ま .'当埸駅k くに傍族ハ・ンkルの

防派効果匕つ3測定筋開始寸 るまぐ•他〇槻関・マペ孚寺<-..

二 〇 M う測足么おこなっ た 或,X7の例か・あったが•チ上ンソ

-の よ うま高速回敬・すろ X ン ゾン今恣生寸る旅紡な播の测足

につ kヽ <はハンドルゴム衩後邹・の板功ピップアッブ取村に

、、カ、 な る万法ら探吊して 1ヽ た カ、公大茂大ミな間題もおちお机

単な ろ 手椅ち式K又持す 也 な ビの万法ぐは その測及値に信

粕、な お •きう、たいものがあ り, 々今.ような測定結采凑も工にし

3諭 は.るまり急味、今 な 、、 ・のであろYいいな叶ればな々

測 宾 結 秉 •*-ヽ -V^x-—  ------- -- -------------------------- *■—

上迷ろような裝置史カ波によりえら;Kた测戻値ビっいては
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•貌恵檢纣气 くX なヘっ あり.ぐむに 検討る妥する も のくつ、、

ては再測侠之哭怒して いちが, '、、ま まぐ匕えらk1 た 測宠・緒釆

の概,妥はっ ぎの kおり •ぐあろ 9
•

<D チェン ソー の発史 し低掲ぐnた娠紡は•も七 ら ん.楹裡

によって なり. 構建邻位,,ハ ンKル判位は よ ってこと

なるが. 5ずKり部位でも,大体 ナエンソー ェ ンシン回

歛敵な增加するにつれ入きくなろといってさ1つ刀、えなし、

<図ー./, K ) '

(2) —舷にチェンソーは加速厘蚊をすることカヾタいカヾ 初速 

運软琦の极妨は寄速運摄琦り旅幼より敵割大きY、 した会 

っくチムンソーろ板釦呈水城测足する場但速希う漁］久<• 

は,寺速目萩時・の振幼测足分あ:„なう必要がある

(3) な褸チェンソ・ー今首避ノ、ソK"ルL供椅キ以た姣物は E 

しらん機’穫によっくその大きヾに‘な参いがあり•罔攻救別 

今旅辨成分.丹燧或Iこちがし、が新る しかし槻しく. エンジ

・、ノ乃囱板软と同一圄友双咳はまず穿ーのピー;7ハ浙リ.っ 

いぐ・その必倚次借,•/"牧借,故/タ傍号の鬲同次纹 

域Uもマ片ぞれピー ノがあろのが啬復ぐ.Y くに牧/ク 倍 

う备周波敬•域などのピーつカ、ほか、より大冬くなつてゝ、る・

(卸ー3 ) ——8 —



-'’七"一. . )

. ’氏 し"' 、〔す.人トン平彳")6.000 Yp彼

⑷)

M

動

力口

反

----------- ノテンクケ一入底側划

ーーー------ 景はiナン7底却府ハンkん下部教吋瓠

ク 右k侧前,、ント•ル上规収什邻

-------------- グリッ尤ゝン4レ很丸子而匚ヤフィルター約校部

アメリカ製—；K豚、ンkノレ薊ノ、必ノレ左j以 

ア,しミ上、

门

诙.同忍ラ々ンジン辭、狀

M
 

钠

 

宿

 

速

・

尻

5
 

〇

 

.
;

■:••: -■ .•-.
.

 

.

 
i 
・
 
一



回ー:WOE ノ、、ンドルアルミ上_メト
ふ

ypnZ く/M以)

S Wり < /ハテ)

£> 、・ <"ぐぶ)

•f くー”) 并”ハ哄0
芹ル/ く /の イ〇 )

弥イしり < /"«/ )

•J・女ノノ > ()
ユ QQ £> く )
Z海a 7 C /〃よ 々)

4 wq yp/n 0

す.こ90 r P>A Q

ヽ
,夕’"“ '冲•o

eすh/ y卩风〇

¥ ,ユ如、ノP河?

疽Zク/尸"〇

づ"タづノ尸"1

、し
J

时

\/M

' ,1

一J

ノ
バ

ラ
7

ぐ
、

入

\

?

r
f

4

紆 叱.

33
ー

グ

J

—"

： J

/

>/
〃
<■/
 

E
 j
a
,
;
z
7
 

ノ

、、J

？
/ 

尸

ーハい



へ

CZD
(つ

CD



s・ 圜ー•・ラ め・ ハン:・・上・討••じ爲ノ大

\\ ピ人!、ン束行・フラン•フ抽邕甬

一 :5>

< M ノ〃 に庁 〜//' m ダ)

ん寸『ニノ阡1 
匕・Qつ 〇 ,■

よ”〃 1 

U 次 £> *

タ堂り 

セと。び ' • 

づぐクつ " 

3 つ 。。,' 

ユルつI

-30

/ぐづク7pm 〇

«"g〃yp次〇

-! 2り

S.すク"yp»X 〇

S %? C

タくつ"

0080

-?个

"八・0

gl白

"〇

/E -:■

7G0 . A



@-ヨと 貫しcハントル上取ド邻捡しaみ

ん&DQ "用 < >

ん。O。■・ く/い尸ア) 

夂§。 © ■・ く /〇"ひ)

f ノひの > く / 丁々/ ) 

4 Q Q く /イ イ ［>

夕・を0 - < //>心>

3 eつ ・・ く /。«(/二

_?クつ, > < /Q心、

2 女。 0 " く ノ, /£ )

-：30

4 E〇 "况•0

/ mo ve 〇 う、・ 7 Zu

ヾ"テつク? pm

N.ぐグクアPE 

寸•。 G Tp n\

x:事つ。 yp*

y.史"クT•尸州

J.ク・クイ3

E 3。7■"々

- 10



80 CC ノ、、ノ Kルs 了K付郭Uじ込ーみ
く人ん /ク/ダ

人G /ひ/戸

旅/O」ア2罚〇

・ン戶刀!

< 〇 Q 0 *

"を 、

600

/ぐM fpm 〇 

ん眼〇 丫pm〇

«ぜ〇〇 y/况〇

S 臨〇 vpm 〇

“Ei> ・ん〇

レをoY)m q

二女〇い丫pm Q

コ"をy尸"9

日«をypm q

70〇'- 300 A



回ー5厶69 CC ノ、、’トノ Lド取付邻ん

ピ入・ン直罔・フランフ荷半行

ん、>

--、 g__ _-.-

く / タ タフへ/クぐぐ)

<s 女•0 ( /び "ノ)

公M 0 0 〇 ( /事")

3 E。 Jく 紀3>

广/W ,< /" E >

事史〇 〇 ,( /Q ぐ/ )

,< « 5 >

つル" -C /ひ女?)

うつク。 ,く ./クL¥ヽ

次ぜ "〇 -.く /Q &・占、

匕广”リ,'・尸"啓 •20

YP^l Q

Xw 丫 pm へ
ノ

SタつクY

*,"イケ尸〃! 〇

Xづノ" YPm 〇

3&り"m〇

3如クレ尸"つ

・ ー ノずクノレレT5"I Q

^ , 一 ！O'.J 150 2d : < . /

-10



■

•上空ハ Xノ 'ん 今 ‘‘ゝ 、、 その ノ、ント
1ル郭< It ’よ つヾは動

う火［ヾ
ヵ、 ヽ V な り・また .、 芬同・

上下m 、、 は左もカ

向なビ, そ の軸 也 匕对1ヽ おな じ直离 カ同ぐ公 そ う方列成

分、のち力・ヽ
い 匕よ つ •< M飴う 大宜 ぐ久こ と［って く、 な<図セ

一々,b. 図宁 一 久,b> 〇

巧)考通ノ'
ン ・ル 0 帳動は, 顷 うよラ に杷将期 刁 位菌.方

向成分なk、によってことなろが ナエンソーニンジ、 ソカヾ帛 

用回救牧«.”/タへフタクタワmのとさ る機程を国じく.

く冰 み以cM ぐ我六値は我ター ノダ/前後にもなるといつ 

<よいよラぐある

(6、でらに ー敝(<グリップハ、ノレル<•・は,前ノ、ンドルはく 

らへるYよ“)大さな眼釦以低播しく］、如もうが:多、、、

‘7)防旅ハンk・ノし丹構造はついくは..冬種.今もの力、•検討勺く 

丄えりa,兀形防派コムる.絶・你邹に株用した公り,用同形 

舫Mゴ厶や魏角ラレタンを帐用したふりなY、力・、検討以ねえ

いままてに防板効采公みとめられた形状のもろはつ 

とのようなものであろ

5 アル】ニウムハンドル职付绑に,«ぐ"前後ら敬油 

耐寒;核丸,形防撮ゴムを片持ノ、ント,レて・は次,侶 全罔:、、ノ

—23 -



k,Lぐ!#项值将>、L •>い/ん膏郁のアノLミニラムパイ!

プE yゴム’彼後し/',・ムりく国一とジ>。 '

くい前崗同揉のノ、ン・ん取イ寸邻に円商形防旅ゴ厶のー徂作

•博用したものく図一とる>。

<い 半・円形状の久たち会とりなカ、以炊窗折ぐ切航ざ見たア

ルミニウムパイプ内绑に,収/ス?〇後久のXMポ'zウレ 

アン会湿・し.ヾら匕パイプk、梭故今ゴー K布脣入リ 

ゴ厶て、椒徼した特東々齊丸猝る株用したもの’図4一 C), 

,「このほ公ヽ,乳形防核ゴム取付都村匠"匕ンジ以利用し 

た律性'火拷方式る併用したもの.,遊八乂 ーカ©手ぐ製作s 

れたもの笥々についくも肪族効釆の比软測定ス矣漁し,合一 

計次七種の傍板ハンドルにハ、、て比帙松牡ヨくkえた。

2ム

EF
急"

,•・匸ニ 
嬢"。アルミ棒中瑚

--G:——

ゴ厶朴イブ先削D 
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く 8) Eli のような妫芥、のん之カら・た;刀浓ハンドルの转性,は・ 

巷"函ノ、ン・ ,レとくらべて,その間汝:汐、分・打饴釆は x.ンシ 

ン回较敵•と同一周波奴场、しりみ少・し大さめの旅効からこリ・ 

ほ万、のそうス倍,抵侈・/ク软传 欢/,借等今高周波圾

域の派初蛙 上く噸区消故さ せろ ことがぐ きるというこ と<•

こnは冬種防眼ノ、ンk・ルK つい て充分に曜かめろこと かぐ

きた<図ー N デラ)。

<9)したがっ <. こ・;Kメ、りの チェ ンソーは し、ままてう チェ

ン 、丿ーが, Wの汉計はあた って. 防族ノ、 ントノしの取付 なV

抓しゃすい よう化抜本談針 かぐ 以てなカ、 ったうに対し て.

これカ、らは チェンソーエン ジン の沃計り 很脂力、じ,エ 、ノジ

ンバランシソ;7、のとれた披計以お:,をうのみな"ず,前,、 

ンkルおよびグリッブノ、ンドルへ今派舫伝櫛の絃緣以可能. 

ならしめろ物檢ゴムの博バ琴。しヾすし、よ > な次計ゑおこ 

な、ナエンソ一本冰冬婿今纯瘗畸匕すでKで.うような形 

、水とら:Kてさ,肪振チ父ンソーとして製作’"てゝ、くこy 

オ、のぞましひ
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を｝ 全囹ノ、ン［• 4のブレー く Kよんm方,ら、.*5

ぢ)

依

舫

カ〇

述

队

C i
6 L

5 -

4 -

3 r

2 b

ア乂リカ我<来形ハント・,レ+省通,ブレー入

目座际浪,、ノト,レE彩十 プOー人・ /

十 ブレー人用ス+砍ゴム

執ゴム+ +

茨ゴム付十 フレー人花J十

軟ゴム付十 十

；4

愀ゆ囲汶冬

强

m

7 -
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I J亠エ］、ノ —作業の実悪

! 作業科作業第! •研充室

I . <辻隆道•渡部圧三郎、

I ^ 島井邦彦 丿

•は じ め に^ -------------------
梭減改役によつて畿分なリとも防眼が出未たとして皿そ

K3供用可る作・亲民今榜、衩耿スいカ如何によっては折角の振 

紡忻止の効釆・埼ルぎ,怠求がなくなち。また枝用する作若 ・ . ^
の浜啪、幼作匕よっく又〇• る恢劾•も與％みk、、お夂ゝヾ、る

我々の硏充 里仁あいては,ゑに 伉用•眉の面力、ら人間工学佝な 

手法によって仍涙对來の検討以始めた 光に使用荧崽,特匕 

機臧払欄につ(、くはその実態な分析し,「ンーナエン目a妥 

後」玄作り.•現地<作義貝う講智に,また再软角に浅

引統さナエンソT乍家ヒつ<、く/<間上等的な檢新以行な、、 

資料Vしくは未だ不充分な点、・¥ ・多々あろが,ス匕をヒめく報 

号すり
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唾<浚の・ 'ー ‘ヽ’、

チェンソーカ、本目<製代<Kたしの < あり•巻バ当初は叟 

童.の点ぐ日本人には.般、® (はな、、カ、« 'と埼城カ、’出t K,そ今 

後も現场にむいては一府约ではそったカ、•裔馬力のナエンソー 

0妥望も亥く,塗董増汨う嶼伺が兜らKたカ、,睨在 ぐは,】、型 

鬆•蔓のチくンソーがクく出殯リ.烤K全羚臬材における版兮 

丄の壬切り 枝払、、作朱・人工汰の伐例作朱4 Tは爪型,’軽・ 

望のものが妥望され出した

踱ナHにおいてもチェンソーの皇量は•問題,ヽ・あったかは阴ら 

卜ではをv扒 璽里ペ对すら初•究が宛られる<車璽匕つ、、て 

は後医すろ)そう或飛も発表ぐれて'、一る ^

［こぐ我/々々巩塲にお汁る作業頁が亦国今作衆員」1比して 

vふよbな体、裕なもって、、る久会検討づるこYは,分後の彩、 

減:作采匕っいく〜っう塞破となみ、方えら)"う’

我が国の林呆作求崗づ你ノふ化関すろ調査については,少し 

気料が古く、が/戸§オ尊の石井ク研灸なあろ.•冰呆労飴考う 

依・ふ邻を測死し・エ・労物危z比披して「冰衆労锄崗・は去育 

水あ•I. 幅居肖Y くに上供都う灸遂,の煦おな【とかみらH. 

しか「 るう离匕は网族周囲松は忍ず［社艮好と1よい久一な、、

-3G -

腿腿疣活 商 软予・

隨 夂
回呵衆塹力カカ反応

うイ木カ比软 工場労紡看

井原図>

\下胸・肺握肖跳乗M-

と述べく く、る<あ労軌の幺亓、してい初」

山沐労飴者y匚場労勧,者

匕対する柵倚図 ) (石

1.2-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

Lレ ^

財" ^
0.6'［-

0.41-
+ 0.2 -

〇 —
-0.2 -

0.4 -

0.6 -

〇・ 〇 - -----  " ---- -- --- --- —■
柩身卞増有腰物物録物腹上
•跋 將

版 • ・ 屈

更寂次校摘愉欠械囲固团再

板能的力面ては師冷萱ヾ一時的能力はTぐ」I •、ヽ、っ 

ヶ.雄カヾ氷彼技な噫、吹;ベ噬呸を疋は劣り 核旋•方逾くぎ

君井の测宾、値Yスエーデン人の林、呆労勵右の測定値とも比

ベるとほ;のごY くぐある

而

牌

剧 

上
村
囲
展
伸
芝基
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丄丿祁?r紡を匕’i本於<".’云つ比较・

日禁人 スニーラ・ンA X.i-7■ン
/日术

;" 衰な /寸/ j /ノぐグ ノ、/つ

［体 哩兮 ・ア /• / 7

W 团-E SN夕
9

/づん 3 /沢次

上解囲 E スス、Z 々テ ノ辰3

,肖物力修 /"号 或事/・ 〇 X 3 3

M カ擀 "ク ぜ久づ /・づス

ベルベッへ指敖、 . W少心 のア％ /、/。
____________

また久朗によれば,水圆人z日本人とり比敷にわいく,

1 〜偿ば米人の場各は日本人K比して辰育ビ竝域ろ巾清 

の比状大きIヽ

2 米人の湯令匕は身長に対す乃下腋& の比が日本人に比 

しく久きい

3 米人は日本人に比して一厥に肥湖俱向がみらMる.

4 、日本人は米人に比して一秋に胆なハ貝向ばある。

5 日本人はー缺I［取ノ・、入を、、,

な匕ノ、あげられて、、."ぐ・林米芳彻名ばつ、、て持ヒ比執した

一 38 -

ものはろ、、、カ、•前表刀、ら,<, <次咨为に左つ、るなこ'Zは阴しグ、 

ぐ 将匕另ユ、犬さいうは痢回・上牌囲くあり.移胤尊izは肯 

沥力が特べ大さく・ 握力はほ•R同し くある

將に上睥回・、ルベッノ指权は术损探態、う艮否洲…目安 

によく快上贝ろうぐあるカヽ,何れる/ク％次上う差,刀、あり.

上膺囲よは次ク％以上莎の星方、あることは朱喪旳にむすく・儿

ていろとI、えよう ^

景な_e"残は罗フ回世界冰采大公の席上,厂;(蒙學的な食爭 

うカロリ-X食物の基腹旳要索が:イ、足して、、ろ國々ぐは作莱 

能率/い、あじるしく低下する」zうヾくいるが.ガ水国ぐは 

これ程て、七あぬまq林-展淤度溪取につ、、(比炊して見ろと 

表のごとくぐろろ

• /人/日当、ソカロリー机取莖/必な宓金以 、

、ゝ・・〇/t /?,/'

心J

/・め
/必へ

/ 7 ノ7
/沖〜 /?/8～

/次タ

/冲へ

/ハ。

ノラビQ〜

/淫/

1
"3
計画(

日 本 次/如 /4 w 凌"佥? Q〃 我QS
■

次M/ク>

!価｝、イッ •_?ノ7グ — "% 貝7 Q / /〃 公3/ 1

スエーデン 5/罚 力9。 3、tW ぶ2// 3貝レノ
»

3/貝メ :

ァ乂リカ ノ/*
— ・一 ’/’/ぐ 5/7〃

_______
次/〇 5 //Q ;

__

 39 一



:>4-・ケつ日力ぐ<^Z :Ks士ら哉ヽ
’、/ク以 " ノ

/人/だ当リ策灸族弈、莖

>2 卞、
余 白 M

浦 肪
ッ>

.

命水次糸
財)終鱼財) ,初物佳

日
/ 93U 3 8" フノ7 /我.グ ユ・ケ 白日ア 7

本

/ "ん 〜 仁フ ぐつ、Z /N 8- jスノ匕

/タケ £り 牛〇 ・ /♦・ 〇 /んっ い3. 〇

1 
P' /勺3グ -- J 才 万久<? 七J / / / </ J77 〇

!イ 

「ッ 1 1

/ ・必

/ク夹ア
(面

—«7

ベ E
菁イッ).

ク匕

ア反〇

q ノ

30. 〇

"7 .
ケユ3.ク

!久

ェ
/ 7 J

•C

77.ど £/ Z / / £ /
.

Q".プ

デ 
iン

/P・

/ 7

～ #ア

〜 i(9

/OさZ

73。

H 7

*・、〇

/" / V或

1 ■•
・ア
!メ

/ 9 W 一 3N
.

N.. M り7 /ユ・' 化/ス ノ

1/ 
h

/夕,/

/ 7 7

ー 冲

•
へ ぐク

/ク/ ?

____ _____

ビ 日.*?

/ ノ よ

/■/ -y い3么

1I 1 1

し今枣、は国氏平埒ぐあろカヾ,Hイッの元林彖"^多狷丞二 

ウいくも疚カ、' 圆0葡木う調点にな\.、ても、应萊労舫老う米卷 

MX tは•ー飮屈啓手均より夕いというLとで・あろ。こり表り

-4〇

比軟Kつ、、<は,冰茨・さ附今

團泌作笊以JKリkげた湯合 は褒但、'K取璽< 、、、に考えてリ

あえよ比歡〇ためないカ、X寺え, のせた&りヒ

ぐある。

る极:K塹およ そり内•效表カ、ら兇て も建状あび る こと芥、和れ

消寅カ '<比軟し■)の につP <

•も成が图今作栄貝に比べ< ること が衍M 4

は基破代耕璽化つヽ、て 見ろY ド、Kら イ 7 A今平均体格者 で

<■ な/日 /" Q " 以6 V く'

象はプダ, 以・位、ぐはわろか,それ だけ匕消貢カんり, りP

もタ れ坟に提取カ -)D

もク スエーデン 人では

上<・も转K作集强,及今殮、、枚木

<・日本人/卜•イッ人で、 は7グク以・

多くなっ

ん7クQ Cat•日本人の平为体格老

/, / Q 0 ひ必.と大xな差、が・ある

る溟料な古 いが,作茉中

くなおことは当於カ、a衍坎な、、 そ

もL、うぐは

—41——



球系ガ紡Hあ吁ろ/‘ラの工彳、ルキー稱艾爭

エ次0匸ネルよ-;方犬 

/ハ’泓y )堡 去 者
1

作栄旳な

; 匕必レり/Z勿い 匕クVかノ»皿/1 
く/アQ)

仪木性杖全•作糸、

护小丿エcJi^/し く/アイS) ィ久倒・イ乍糸 次ぐ/つ く Yめ)

ユ/〃り～ 分i
.Q化心’し m«> 3木屋オオ全作恭 ノ"Q " くん孙)!

'34mガ・&■fu/し (々ケぐ )
/ユWへ’ス/ハ、I 

ひ如〇 <緒,分)i

捕 </がい ク 1

人 (/ た ぎ ) > 分i 
次ぐZ"<玄U〃);

/・八 松i
乙必T^ ・彪伊况("け)

1
> ク(/ゴ〃)i

1

3Nグびく “我):

M (): • 1

Va/n. (/夕 gグ)i
* I
> ほ次ク”e必)

チェンソーの重童とついて ,

疚カ、国う疚木宣豺手が休格,核髭,笨鬆なY・の卸 

Z実なろ点は先KのべたこY くで・.この差異は毎日 

おく、く一香大きく彩警すうしヒ母チェンソーう椅・ら

るいは係特、 して作衆すあに当ってうチェンソーの童

/ F!う込7イ、,しキ-:
泪 久

(%ん)

------------------

J 7 00

ノZ & 〇

ルつ0

S 〇

すイつク

< •外M!人 

う作業七 

歩行,あ 

童てるら

乙

チェン,ソーの重童ビっゝ、Mオ％カ、闽<• !.<宅切•・ヾ宜研充もら、、、 

护.欧洲Kおいくは早く力、ら期•充 < れぐおつ去

スエーテンのゝ5セ久:/ノ〇修はチェンソーの篁董ゑ/ /修,

/よ.8传,/えい奇 の さ裡洪レ・ナエンソーを攬たな、、Yき 

の尹行速度と酸紊消焚童匕の网係公堂旳の歩行盟上ぐ行な.っ 

た

その結釆はW 〇ごとくぐ,同一酸、來消貞塾(绥今我危羽、

う場令の歩行速及は’次のよう ぐあ4 P

% %

慾孰苟步行・ /3Qへ/3匕 /次

//存チェンソ一片手埼歩行 ・ / / / 时

.- 、化g ク ・ 95 7り
\

/习s保チズンソー両手椅歩行 涉 7 〇

里理,等旳な能率如ら見あし,ナエンソー鱼璽カヾ增寸ヒつれ 

<蕙くなる像旬にある,な为緒永上 雪横上匕つヽ、ても行な 

い,その絡論' Y I < 「次つの重いチ・エンソーを手く竇_廊し寸る 

ことは笔勤7斜なれ/から及経J号ぐあろのみならず,また旅ヾ 

腕で手背う帮紡肉を緊族、せ乃ため匕林帯に過秀の緒术とな

一 43



60 70 80 90 100 刖 120 130
歩行速及くな)

消貢x步行速,反S関係<％Wん好原図) 

〇ー歎魚荷" X〃悟チ支ンソー <片手)

+ /£<?&ナエンソー(片手') 。 /?Eーチェンソー<両手•>

カ」 そ"ぐチェンソー雑功用として肩う、ら吊す尚単な帝次 

っくり,ゝそK ・供用しくう步衍<・は酸奈消炎童芥、約減事%少

なくなった

—44

式状中0水乎' •修m当・｝う球系消貞: 重(cM )ヌ系寸セ ・表 

のことくぐ,> A耳歩行Y比軟しく〃。咨 /上»/7, /ハ将 

のナエ、ノリー連飒ぐ・手ベよって’迎ふしさは,酸未祯真窒の 

増如率ではy/ X K Z, X匕苦したが.< vナエン、ノ

一 &肩カ、ら用づ帝々イ史用づりr x rよろ増力〇年"はタ%にすざ 

なノ、った’こ刀増切率は重、、桟械、を保椅したとさの「特有・な 

緊徐」の商単な指教と兇なす［とカ、' よ来る

チェンソー鱼董 步行の裡貌
敵來消災篁
.吆ド辛•档5

無貝荷•よりつ! 
熠如率％ :

— 魅只荷歩行 久/ 7ん ——

/ / り 彳手くの持歩行 ク・/ 7 6 / / * 1
/よぎ 片手ぐの持歩行 "※さ7 •又

/戸, •爾手ぐり持歩彳亍 クスス・ 3り

ノスよ
肩より吊ってう歩・彳亍 久/8 3

耳おドイツらKagス妈の/ヲg ・ぐ年の對査では浅木造 

オオ住果がチュンソー恣快用寸/こと(Zよつ < チ馬と比歌して 

労彻免荷は少なくなったが.チェン、ノ・ーの變墅物を片った步 

行はおいく労的.具祈が多くまった をおカ、つ時間分祖 < は歩 

行か、 タく彳占めろ“ぐ,そ丿’【だけ歩行・う合、理.化.パ必写、ろろ

—45 —



(いりxう步行速及

/会懲彌L ケくンソークノ里鱼と歩MIX刁閔糸％点、"めた

チェ・ンソー丹至璽Z服はく卷^<肉z・ス以^原図)

屈カ、ら見ても卩月らカ、なごとく・チピンソーの更,璽刀ヾヲ擀刀、 

銘//& に堵イと豚はく飒で/タの増届が兄ら八るか• こM

が./ E导イ、・ら/7仔 k闾し次々の増力口ではあるカヾ脉はく奴ぐ・

乡3e増力口 kなり, /日の作朱カ、ら見るYチ・エンソーの囈眼

エ彳、ルギー多占封ろ比率M非、帯にむ力、・ってくろのぐ,チェン 
ヽ

ソーう里量・ヨ軽減、する必爰性,るのへており•|ヽ・イツ‘人ぐ«

/ /〜/>3縁:ン人上のナエンソー <は,労助貝担の面か、ら見て 

も/日ケ作衆乞あえた場令はは閉題カ、’為ろ［とを述ヾく・いる

—46 -

ト トイツにおけ松舫、は、、瓠による芳的寄欧の久洛I忘彳、目

v ,；\ ■； :. Y. <ぐろる。务沔まぐは疚刀ぐ国の労働分.狠次 、、豚は 

く増加率か,の憶尺R. M.汽につ、、I併紀し・くおく

・ 昧はく 4Kの増力口率よ<)•沢MRを惟定したりぐ.K. M. 7?

、ヾ イ 日 ‘・ゝ

版は< X 壻・和率% 労酬沐汎 労助分赦 万•M・尺"

>ス下 /// たい、ん修、、: 松軽Z 〜・

7〜/グク /"クー /3 3 低 い 塞ぐへ爵
• .

/ノク～ /ス5 /R ～ /g ア 週し当ぐふる ,,中等 幺ぎ〜ふ»

/=£ へ /££> /二7へ次"/ 局 、、 旁
.

ん8へ/久。
^

/Uク〜/ノぐ 次グク〜23 たゝ、へん商、、 <
•

■
/0M 〜/ニク

/Zぐ以k <貝3つへ ""高ベ

«

・、、、

.

: 乙?.〃〜

を窘準とした労砌分^貝とI巳差カ、、 ある。 •

疚々e涸遂・<・は扇カ、ら布る刈払檢、作卷にっい(、脉はく增如 

および•作恭童え、ス貝y日本人としくの双払楡重童、港/ほ舛 y 

してい名タヾ・ スエーデンの調查く’はナエンソーえ肩労、ち吊ろ 

-k Kよっく•消其カヴリー くス"/少なくよつ(い),また 

ドイツノくの学1紡枚惣之、ら見でいーユンソ-纣/さ/・以下カ、望 

まししていろゆぐあろ これら")こYカ、ら見る切 日本

47



/二給

够紡灵担、し网し

作兼づ には・で、持ち歩行したり 4? が今/ 3 Kあ・』 a = /久年免

i <• の調査給乘 兇-く チェンらカ、

人と日木人Xの体格.•・デン 楹祀ッ人 ス X

M (-卜・イッスY日木人Yの基礎J弋の差は光匕咨、た通 '丿ぐ

あ五ならば;こス

しカ、し,KF

»)"、、/、〃、府カ、Z;糸Sて

ソー匕I ■<乃一あ妥当

\もつ < 片手わる、 、は両手・

塹カ、とむいえよ

作泉する!- Mまい、成一,

熱童る比y兒るX / 7袂弘ハY /Qクク/ぐ,•総ザで%とな

ってわあ ^ •

こつ也以君慮Y入坎る.Y ・日本人Kおヾ、ては /久•智乂 03 

=8.3衅 パチェンソー kしく許豕衣来ろ斐篁では.なゝ、カ、Y

劣・え刃 先うスエーデン乃硏茏ば为いて社「スエーデンの殊

泳は満々 直径:カヾ之、 ろZ)、さ、、ゆカヾタIヽ こうよラな条件ぐ,

若し壅マカヾ払いチェンソーの株作が少な、、外力ぐなされる Y 

想定で批るならは、,/)、型,ぐ佢ー岛カエンジンのナエンソーカヾよ 

く.、很って建Jオ畴間は若千増加する［X以な恕しなければな 

らな、、」と述べており,こり硏あ・<は//負のチェンソーも 

調查対糸となつ、て、、たことカ、もあえて社,我々の伙用すうナ

エンソーが爪型.で軽> < 、うか 程H:人工沐多彻倒,玉切カ、タく
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丫 = 々ク//«1/ +aのタ ノフノ 6・十以七ユ—3 7 W 一タ火"ケ7

z：- *,!っっあ り・ また全^幹 < 材 匕わ'■ "、"ぐ つ王切 ,め、

いカ、タ、な り つつある狀態、< は・上/.の浪、ら> &づけ ら1v

ぐあhり 〇

疚刀、、 图の ヽ S— のようなナエン ソーう供用状沉カ、 ら見る Y 旅

冰はナエ、ノ ソ -の工彳、ノレギー 代謝卒く穴.M・尺> 煥!凡K おい<

チェンソー ク) R.M.R は・ ヽ

丫 =を.M. 7T ^

V =切削逮及< %> ^

.&•=足場の俱無

W = ナ匸ンソー う鱼童・<侔)

なあ或以求、 り 「この重回%力・程式はたm.R の摧足のみな 

ら.•汽・mんを.〜つパ旨叔切考えれ.ば•E式よリ推足ぐ、れた. 

敢値,はイ乍茉君らナムンソー筋快用寸ろ場各う耕率セナぬンソ 

ー自体:今効率カヾー終!になってるらSいた劾华る示う敵偵、とI 

て,ナエンソーう移賊旳,人為行に結令大Kた■俸あ弘見当<• 

けろ指沃レもなる,、よって丫値う少ないほど機核的,’人為的 

に俊ろこY以あらい寸」と述べておリ.渣祐ヒ切削遂及〇速 

いちらよ’丿お,チェン、ノーの叟塹う彰いカク、総合的な劫釆Y
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7 (4 f?. / 
ヽ »• K ッ、、 < f -瓠、号丫値のM花値が修ゝ、緒釆となり

切凯’速度近はあま 彩彎さ/,でおらないよクで・あら」 述べ

で七、る

以上・のしYカ、』・ 現夷,に便用して、、るナエンソーについて 

萱目怖カ廷式はよソ丫値を;Kめ.一同一の排务奎ぐべ’一う衣ヾ 

な異にした场合の丫値がビう程及う;!いカヾあろ力、忌見ろk , 

表のこヒくぐあろ

同. /W7 /以 /'// / ■ / /" "7 N. / ノZノ 2/員L ； •: : ： - ! - \ .
--------- ----------- ,-十ー-…  ---------- -----—j-         - ■* —" - •- 4 —— - ”,   

MC MC MC MC MC I S MC MC MC MC " 

律^^
"工 /ークノ /・ 7Z 3.0 /ー7ノ / ーノJ /ーた つ/ーあノ ハーいほデQ

ノヾ- 長の 遭しい ビよろ丫値う去

v「女同>
13- 人% * * 以 况« 3 /

<
)X 一 /Z" 容f 2パ Nパ ノ" コ3〃

i
席ノQ -?.ヲ" ノ N3O ヴ73

1、ノ "好 〃・火 次y 〇・ "け 4 I “け くけ

t 本機: 次 ?ク
• •

パ クぐ が 那 々・7 "3 7W

(修)
計 〃’ /ノ Z ’ハ /£/

-
々な 々・エ

. ....
々・7 /> U

/Q、 /买ユ.

-
/N.ヲ:

•

能率% りん 7耶 ,々“ 孑オ9

-
を«

.
く・ ///

• 4

/ え罗j イブダ!

俱 斜 ノ ん ク ク / り / ,

同じ排一知童、 ゆチェンソーて• K 一カ、・•氏くなるンその分・だ叶窒

^ - 50 一

Y

好

至わ、•r. <なリ 丫値峰埒仙7る缺同｛:あ"..',/ 3 %% 怠" 

ンその増g y>・茗•くある また同じ排気,篁ぐ同一切折检タ切 

断するとき能・率は孜らな・.ヽk仮定し・重篁別に丫値T來:め姑 

Z次,表の凰リぐ,これらの関禅、。ヾー圍明らかとなり•前述し 

たことX 一款・する

同一排気童ぐ同一能率とIた場今の垂塑反化にょ切丫値.

次J く京?められ.た丫値女用'・、<,実際の戌木作采に消スされ 

< 篁 //• / •/V. / ノB・V /我・ア /Uズ

能 率 岂 E 舟ノ 腿 80

快 斜 ./ / Q 〇 ク

Y 値 < / 3 /イ« /フ/ 只兀 我‘パ
一 .....  一…

るカイリーの計算るしてみると沢表の通)-<•■ ( 丫値,は峰条地

重堇の’遂、、匕よる消貪カロリーの増力q
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よつ化乞 タ、ルと - .**/ / ■ r

校切クノよ/歩行佯采う 场令なビk < 9 < <

耋差の火炊の吏冰-；・そう した),用Iゝる 即t. //

消AカDた場冬・ じ里く なろY% % /グクYし 北 リ- は

同L径,会切辦寸ろ〇增如す ちこYはも なる に重 §. 4アリ%

力X7リーカ、・よけ、、消貢窒し、チ A 、給た、Mンソェ

け火き 拒失tな いえる

大切愛篁と.チュ ソ 分

汽料 におい«も防派对兼の一部Y I<・あ、 ろ F A 〇 0

雀・心/二接:続:するよう化フレー厶 ろ補残ンドルカく チュ ソ ろン

を行なう 先し,,と

<なつ, なお々、 チ ン工・つ

る畸は切断"K当 r るべく壑心ん&ゝ、而％拷"こY J急< なつ

て羊首 力XHち, 篁2 匕

夫特虫来.ルな悟ぐ斎く Mらく ノ、ンド なくて

面カ、らも

ギー旳貝ソ一切折畔におけ ぬx不チェン ノレ

IZWら二,そう重・心の位置な那帯

璃めて、、巧 卽

次カ・損?.オは

ク)•火ら愛たん、倒 丑初う

•ずに清み,徒っ

を将っこ•Kよつ

重2の伍遺,如何によって・は外動も・を

チ・エ・シソーうを2七’屋リ

るうぐ 板釦う

ぐ・今作萊は,

y 一操作の艮る化影響する所か、タ'、

S

よつW
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荷C茨.む、”、上は•エン・- :、 、 .たノヽ " \ .

か布かr久功 < あり 作聚快術は•苟I彳、必要な帮旳係椅う住事

くチN.ンソーヌ保持すろための工久ルキ------筆者泛)急蟋

減する なお,液幼作用の観点カ、らナエンソーの鱼,心伍置の 

偏差が,この煬令ビは消爽<れた静旳なかに啊利な作用次ミ

せる:.ヒになり•また回転、奴の制(5艮芥力口速辰女水ヾくして、、

初 Y I:なり」と している また皿之は 同し压着カぐも

切削速皮に個人差がふろ» Y述べ く、、る芥ヾ・ 衆分に作朱妾勢

お、い個人核術の 笑"形智寸 るづ、も和れな、、ハ・ 圧着力広Y

の棵及化せをもう刀、は, ハンドルとブリッ ブ\う阅孫、位t卜

らくる重心の圏碾:,ある、、 太は旌リ e う冏題なビパ含'ユれ

ている 我々う沂 ん しり压着カ についで测足した結釆は沢飼

のこ"くぐ,検械の大,】、・ 即ち左右の握り間隔う六、Z】、k <t

Yは令リ阕係はな<_ 猟羨にを着カカ、挥同し・ぞ?IそK

よラに汶計 nらk < >爲 えらものろ

構、え 方•<•Mは正.帯 あらか ナエンソ、ノン

万向,構え方切,イ戈倒. 灰奚なリ・よ そう族払、、 って

なナエ -の

らの场給、にはる只ぞれ運心但聲ガぐ浪化し < < ることが

ちHら

-は壬

こh

る2コ

53 -



の分布•チ

<辻尿痢)k人ヒも阉くは同し- >

我々ろ の測えKお なも・R.M.R ヾ、て フ

な壬切りおよびイ戈イ剣作未 お即ことか明 くいろらカ、之

じ核械ても の保符する爹沂小興なり.は同 そチ1、、ノ ソーし、て

それぞれ異の折 ス図の ごとくぐ,てM 々kし

曲線が同た値水得ら坎ら 鱼P血リ 壬切 り©尺M. R e

た槌概とい え よう 欲じX < k Hラ

しては型一次寸わ上に ハ成 チェンソー と

まし<、核械であろ といえよう

て作栄申< 2の位置、 カ、K の木や(<よくても.手で浸む苗

なっ

なっ

のRM・R %測定

ンスう我

IZ

ノ匕ユつ"九％と切同じょ、

う・<■•あればバ

幺ゝ、えば,同一訳

エンソーの正着カ
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壬

VT

チェンソー匕よろ切新う尺M R.Y傾斜(せ京図)

うで・ある.例えば校.の‘カ〇 > ')

ー苟邻に爽、痛以/窓 ・な

ら亦｝气るし y•リカヾ太叶R ている手カ、 なl)K

力を・ヽR < しっわ、 力ければならな 公Xれマ握・

乃ことは旅紡面・カ、

分回の調査(二お

ろY

丄・の4¢ A歩、異 なI).

罠カ、' まなまち でも

大坊芥日本人 太ヾの祈死,1:.のリとして り

切/

ざる,細すぎ

リ,まん槌じそれパ峰富は、,攻虜S

ば握っ

方力<義,なってゝ-<>

ちいく スせ "Eス冬

いよいよ

•!屋,らな

ら6 忍化し く な、、 〇

いV 说也<• はV'n ik ノ、ン k ノレ Kつ、、 く太す

在・々 声が あ り.檄推・に. よっ く隋旅 ノ、ンド

•侍七 ノ、ン k ,しに%付け たゴ 厶う履 ミ,杖

あり. > < © 苦情カ、出十-、 もう となえ られる



か叔6吳合が修、、の(欧な'、カ、kしIヾぬか で’・へう彳),矿 

作、格に比べ、るYス本遂琳今は多、分勿ノ«いうよラぐみろ〇 <•' 

有m偽より我分細、、術が妥当な握リk<、えよう 現地調苞 

でも夷際に握り快いら© Yしては次。 >”1径くあったへ 我々・ 

のチWンソーり握りとしてユぐー况庁 m終力・、一つの基準・とし 

て妥当な太さて••あろう ^

也手の太ヾY牽别カY今関係<大,勢秋网)

チェンソー作茉う麥勢«っい<

チュンツーによあ作栗は,ほめんビが狂位力、歩行を•切もな

' .x、、るリ.なおカ、' '".乃わナエンソーを持っだ作恭 

k(、.•七ろ

このよラな作茉はつ、、くの人間工学的な点検,改昌うKイ 

ントとしての申攻につ、、、<記すと,次う;とくぐある

〇 出来初だけ供軸<互くもってくること

〇 左右は成同じ鱼璽に配分してもつモエ ^

〇 もつY AMの少・ ない建’敞カ法公採用するこY

.〇 磯物と地,面との摩株旅教:K阅條すろ

〇 /目の平均歩行距維

〇 半均今 /日の蓬粮回叔 ^

〇 生・イ本の平衡カ、ら・ < ゲ於件

兼理,な安势カ、ら < ろ肪肉う貝世会なくす。

〇 作紫点、k玄体と の

・ 、

闻係・

防力な必妥とす ら 塲盐は跑睢以詞貿！すうこX (高ヾ治

はひ弟米今佯"、 k の跑離.につへ、て)

〇 必・ 妥夜ク限及0逝肉はk ビめる:.X C

(新カは生型字旳械昕面 に比例寸ろ) 〇

六るな物力る必奈kし企 1、作衆力波幺考えろLY。

〇 茄的な持跋、的筋肉収綻な いし聲康のおこる郭分のなQ
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よう匕寸る、と

なお,以なレ泌んは.「求汰('おは仍子• 作求の天部分は,大

七なエ・"レギー幺必要Y I 茨朔の許屈範囲以超えろことカく

あうため, また蜜労斷は全身・の关きな瓶労の原因と なおため

次今原則以孑•ろ［なばよって 南供的労勧る出来ろ げ南減Iだ

なくて!よなら々し、

Q 工具を放火映ペ话用し’直切な係寸幺行なラ二Y ° .

b 不格妥な歩行および効作以さ片ろこY。

じ 敗朱刀だけ手で物会椅ち上げたり, 運瞅すうことを止 

•ぬい、•または少なくする

■ / $に舫作以•律動何.な渝,Aう中に置さ,•算体ぐもつY殓

い紡肉冬代って作糸い盧切な作栄鋤作,エ・貝4と半よ 

?て耗釣作束およびかがんだ姿奔ぐの作衆以囹け歩［と 

以上のようなこと?為感しな汁坎は•ならな<、が、「始めの運 

敝閃係に・つ、、<Iよ+なン、ノ -の更曇ある.いはt心の疯ぐ述べ

たゆぐ 吃れ以トはつ］、で盛べる ^

ナゴ、、ノンー以佚用しての王切作栄寸の冰な郛のなす角反/1 

っゝ、てその奴快る見るZ衣のごとくぐるる,測定した郡但、 は

表下の倒K系したこ’とく <•', Aつ、 3"っい < 上伸ヒ下斡め
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ッブヒ下脾、 ゆな,W角.のな!R . おXびノ、ン 、卜 间 じ

<左腮!1つ

直立した状達、カ、銘見く)上+身に カ、

作米中に前夜した离及,上半・貝 な寸角底 よお

ス右上猝と上半身イ本抽とのなす <ハE测A L

た

七腕の 御農としては/Nぐ～ /メ。及但カ、タ <,VリッZ

Mリで・は こ内うク)<义

ドルフレー厶の方は脆な真すく杵L/、じクノ、ノ

体位としてはフレーム

.なな左手は休軸よ り

_kj说丹体' 軸力、 ぢ 角艾 なビにおいて非め

て なろ 作泉位置,即な

折詢囿用-の箭さ作、 ちま うオ奴条現・场に为

けら目然:於件う核推ヾ よう

•今、•芙際匕Fってい 、魚咬左も炳・左

ヽ・杪、 間隔ぐそう纹キ笑月•ろ-k 网

まむ< ・ろI、、う

角反につ、、て

ゝ、Kも測長! ■

と下半町とう

つヽ、ては垂直姿势(

いえy物藉,<、、をピ

帯(ー巾・"、なくなつ

た状想來多い

Xの肉戻ぐは/八女前夜"<••るる 
會 °

ノフ卓艮荊後.ぐ上半身久直a必.«ク反薊役カ、タ、、tXになる

<、、るの水タ(、

', ヽ

/ ノノ〜/ 3 q代のmiリとなっている

ノぐ快前後,罚度商檢 ア〃次,前徼になっ

一つ

ろ:、は•’对彖k

も於左右擄’ ♦・、

离度と小,上+ M 0

～ 61一



のこ、七く(号.剳中う切'｝初わ從空は,代A艾势をいまZ 

てチムン灰枕电切らときドー華?Iに版した位貫を庁、しく、る 

こうあ低Kよつ、休冬卵の紡さは相当に冥なつ・ていちこと駅 

知K边

切
初
仪
貫

--62 —

こ匚よつ(供の鱼さも異な田次•これもま 、 、、

■・ん如何L 、よって刎々の的ミは火/として、、あ 间ーのオオへ 

氏亓匕k ,甲・下の作兼貝J1五辺りぐビれ匕ミの動き・皂、& 

をH. fH依の物力、し方も興なろし. またスパイ7ゆ俠用など
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よ;' とする幼で/へ笑・',丿ー, :Xは "述\た“更墊切

巳・< ' ; ,'、、二「‘、、・ ' - :、ー ・. ■,

のうなにノ公彳导I ・くいろとヾ、えよう - .X 「』"、こ、•ハ
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も蔑なっ くく、耳 即ち上のもは "i 阕-・夹汰は
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・く H・族’が・シ7旳ク・カ、ら < 七、 わ、ろよノしなつ、•<气［つ 

k ;i そHだけ体住、％流くなり,你4.邻の幼さも义、 く・ 

い"仲る不自然:な姿賢となろ。
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110

< 70

60

比村の新充によれば,下圧力は身休う直辺と く K肩峯点直

下附也:およびそう前方の韻值 阕係は,Eぐ大 以上の

に作朱南島・がイ氐、、埸'今匕首昵 こり:とはしておろぐ み ろ

体物化立くナユンソーもカ、ま まん一/表,<■匕&なり.え る め

見、なY左上W.う御戻が,)、 キゝ、 よほ こと!Zなr ろい

佯未逾の崗マには相当形響が > K E 作乘旬にあ よみ の

問に分布8 <?へ/刀ノ次t の

•してい功りぐ;作栄高もころ鬲で玄中心｛-■ -｝るの』、

供入部の効き璽(辻原a )
(魂浪の歌7 キる/ハ%ヒした)

ついく大動はJ!は隋勺肘関師乾は

舫3〇

80

左 左 左 双 右 も・右

握 肘 為 7貝 用 肘 握

望まし、、

100

70 一

体・な鄒の角庆 (辻成、図)

また田申は両手•ぐ押下方ろ爾的作茱は.手芥腰苛う上痴JZ 

あを塚今・カカ、萩大、｛易ると敝与して、、る［何れう很告る貝 

«込作袤肉の斷キはほぼ同しくあ ,),右よ吃タノ次杠いなる 

水•我々の府ぐはナ匸ン、ノー以依用I K く、るうでー,その鬲さ 

だけ佢ハ、沂/、ス瘦な.住乘但雀・"、えよう

灰対は作莱卸0商、、埸今は肘関钦以阳く曲げ‘た位・噫宀・

-7!—



ヒ力、ししくも,も陀の角凌冷、下圧力は大(、とLえすろこ

パテク反以X %往々Kして見ら.ぽう:匕くある

作来吟匕•あゝ 寸る安努う亥紡および朦の紡格掖馅は作朱面高 

う修ハ、はと犬きく. 賄間の終通とと6に増大する像向かるる 

力、',若し2ヽ/固人差,カヾ怨めL? Rろセし・く、、る事、"t J4.うについ 

てら前の図および我紇上下の故軟図からもB月ら,、く•・あみう

直立,し,肘閃節玄ダけ〜/づグ庆の絃团K曲けた安勢は,腰 

の釦揺派椅水よび振.惰软差.ノ、・,)、ぐく. 受附間作栄づ•可態ぐあ 

ろE妝関卽をまけて(/ノ"〜/ぐ“度><絃理启は肘网師 

を荷げ,反身者は版阕泉?曲げ、.て調aが.行なわれ初可能检な 

あわ),腕以のばしたく /3 〇へ/ラ〇い姿旁は腰肩ヨ伴、、, 

物摇煜椅,振扬故差ら大きく,この姿勢以妥バする作呆働向

は彳、渲し为で・るるVして、、わ

チェンソーう俠用吠沉カ、し見ちレ,肘関節が9/ 一 /3ノ吱 

にあるらか右で么・/ %, 左ぐ/.〃 %となってゝ、る’二れから 

貝,ると 电つY切r明但豈に体ス授近させるようにしてハンk 

ルフし一厶今方に劣る近づけるよう,ずべきでろらう、

岡罔ヒよ坎ば、・旅劾の伝播お椽効力向kの宥反匕よって并 

笥!--‘遴う［と很宪表し<おるカ、、.t风む力、ス見ろしグリップ

72

匕于う妨り 片よい卞•竹Yつ简反 まな.フレー厶との阈係、必

大ヾ切ぐあろう ^ ^

肘郭〇农勒伝檢Y檢初カ向

........... .
手 t

肘邹 の旅幼方向となす离

〇。 30° 60° 9CT

伝逹牢 以ケク X z- 7 〇、V 3 ”、/7 "グ"/

表 のづY にぐもく,

お水乎ジふン

も大きは永平力向の旅的作紙万何の涙勅カ向Kみろ よ 9も〇

永平方ろ9.

、何〇 M紡は源帝 に佟く吸収さハ は噂に

う埸令ヾもあろななく ビ し '•・、ら<

•このよラな状沉カ、ら見々Y . れそ 角康今

艮い角及Yで據ろ、kが派幼う面力、ら見 •6< そL

えらJiろ公 しnな と"腕

は,欧分・< ■ 也沖げた力が.

かしるえあ¥

ソ-作永で、比対う勻う跳り角度な!はナ丄ン

な姑カ、:,チ

% / 8 〇良,即ち卖亶に低っより

またこれカ、:仰嫁ヘンK・ル以使用す

ぞれ/ J 〇 ～ /ぐク及但

そう食/灵はよって伝櫛うK沉カミケ/次

そう耕聚は为るy恩s n刃

ft X、、に也钏う

ろカ’、、,敞万向につ

ような［と

ソーの派妨匕つ'、て.見る匕エン

て吃の旅効な肘<■ %って泌、武わ、为

ヾなってお

よっては者通、ヘ、ノ kルより多

いえよう
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耳う・ら,・く,カうをカ、らし啓仁の后?ノ、しも塩多、こ!く来… <は 

な、、カ、と号;< り
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